





ft 0742 -34 -3931 
1981.3.10⑪ 















制iI'l物は いわば水wけ 栴対の状懲で長期間 tLj"rlC埋もれていたものが多も、。そのため
木材の l:~f.í成分であるセルロ スはどは、すでに流出 ・刷機しており.かわりに水が過飽和
にしみζんでいる.それゆえ 外見lニは強1Mにみえるむのでも.自然に乾鍬させると、ひびtlJ
れや撤しい収絡を起し.ついには厄の陪をとどめはいほどにまで変臨してLまう.
ζのようえ広木型遺物を偶成する木材は 輔少する成分 〈セルロ ス分はどL~加する成分
〈アルカ リ抽出{誌、民分伝どにそして.リグニ Yのようκあまり変化し低い成分から"ってい
















































































































































































































































































































る. なお、 P EGft~による遺物の111
化は避けりれないが、本~温物の掛合





































縫 制 平均分子盆 融点・c 水溶性 外 回
PEG-300 285 -315 -15 --8 完 格 やや帖調‘無色
PEG -400 570 -630 20 - 25 完 議 欽ζ う状
PEG-I000 950 -1050 38 - 41 溶解匪70 軟乙う状
PεG 1500 500 -600 37 - 41 溶解度70 歓乙う状
PEG-1540 1300-1600 43 - 46 熔解'&70 ロウ状固体
PEG-2000 1900 -2100 50 - 53 議解度62 ロウ状固体
PEG ← 4000 3000 -3700 53 - 56 溶解度目 白色フレーク状
PEG-60QO 7800 -9000 60 - 63 溶解度50 白色フレーク状
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